
瑞浪超深地層研究所 

 

  施設管理者   ：JAEA 

  施設所在地   ：岐阜県瑞浪市 

 調査見学時期  ：平成 25 年 11 月 27 日（水） 

  施設概要 

東濃地科学センターでは、地質環境の評価のための体系的な調査・解析・評価技術の

基盤の整備と、深地層における工学技術の基盤の整備を目的とした地層科学研究を行っ

ています。 

今回の見学では、東濃地科学センターの概要と立坑の掘削方法など概要をお聞きし

た後、３班に分かれて地下 300ｍまで降りて研究坑道を見学しました。花崗岩を対象

として、岩盤の強さ、地下水の流れ、水質などを調べたりして解析する手法の確立や

深い地下で用いられる工学技術の基盤の整備を目指すための数々の実験施設が地下に

あり、解説を交えて詳しく説明を受けました。 

地下 300ｍの研究用坑道には、地下センターが平成 20 年度から開発に取り組んで来

たミュー粒子計測器が設置され計測しています。地下 300ｍまでの地質構造探査の一助

にするべく、この計測器で本年 10 月から約 1 年間計測する予定とのことです。既にミ

ュー粒子を百個程度カウントしていました。 

平成 24 年度には、同じ（独）日本原子力研究開発機構の大洗にある実験施設（HTTR）

で予備計測をして可視化に成功し大きな実績を残しました。新たな展開が期待されてい

ます。（ＧＥＣニュース第２９２号より抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究用坑道(地下 300m)        地下 300m にあるミュー粒子計測器 

 

 

 

 

 



瑞浪超深地層研究所 

施設管理者   ：核燃料 サイクル開発機構 東濃地科学センター 

 （2005 年 10 月 1 日～日本原子力研究開発機構 に名称変更） 

   施設所在地   ：岐阜県瑞浪市明世町山野内 1 番地の 64 

   調査見学時期  ：平成 20 年 10 月 16 日 

   施設概要  

瑞瑞浪超深地層研究所は、現・国立研究開発法人日本原子力研究開発機構(JAEA)が、高

レベル放射性廃棄物の地層処分研究開発の基盤として、地表から地下約1,000ｍ程度まで

の深地層の科学的研究(地層科学研究)を行う目的で岐阜県瑞浪市に設置された研究施設で

あり、深さ1,000m 程度の立坑や水平坑道などを掘削し、主に花崗岩を対象として断層お

よび割れ目の性状や分布、地下水の流れや水質、岩盤の強さなどを調べています。また、

地下深部の坑道を安全かつ合理的に設計･施工し、維持・管理するための研究開発を行っ

ています。今回は、坑道内の見学は出来ませんでしたが、坑道掘削の最新状況をスライド

とビデオで説明いただき、掘削用装置の地上部分を見学する事が出来ました。事業活動に

よる環境負荷に関して、法律に基づく測定データをインターネットで公開するなど安全管

理と環境管理に対して万全を期しているという印象を受けました。（ＧＥＣニュース第２

３０号より抜粋） 

 





瑞浪超深地層研究所用地（東濃地科学センター） 

  施設管理者   ：国立研究開発法人日本原子力研究開発機構東濃地科学センター 

  施設所在地   ：岐阜県瑞浪市 

  調査見学時期  ：平成 15 年 2 月 21 日 

  施設概要 

 地下 126m のウラン採掘跡の坑道を案内してもらいながら、様々な研究活動を実地に見せ

てもらい貴重な経験をさせていただきました。又、瑞浪超深地層研究所の直径 6.5m の主立

坑、直径 4.5m の換気立坑を地下 1000m まで掘削する壮大な計画（完工は平成 21 年予定）

にも大いに驚かせられました。（ＧＥＣニュース第１６３号より抜粋） 

 

                 

                ウラン採掘跡を利用した坑道                       

 


